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療育手帳に関する規則第６条に規定する判定基準 
 区分     １８歳未満        １８歳以上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 重度  
 Ａ  

 
１  標準化された知能検査又は発達検査
によって測定された知能指数又は発達

指数が、おおむね３５以下の児童で、

日常生活における食事、着脱衣、排泄

等の動作並びに意思交換及び学業等の

能力（以下「社会生活を営む能力」と

いう。）が境界域以下のもの。  
 
２   標準化された知能検査又は発達検
査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね３６以上５０以

下の児童で、社会生活を営む能力が重

度以下のもの、又は強いこだわり、多

動、パニック等の不安定な行動、睡眠

障がい並びに食事及び排泄に係る不

適切な行動、自分の体をたたいたり傷

つけたりする行動並びに他者をたた

いたり物をこわす等の行動、その他の

配慮を要する行動やてんかん及びそ

の他の疾患（以下「行動及び医療保健」

という。）などで著しく、若しくは常

時特別の介助及び介護を要するもの。 
 
３  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね３６以上５０以

下の児童で、身体障害者福祉法（昭和

２４年法律第２８３号）第１５条第４

項の規定に基づき身体障害者手帳を

交付され、その障害の程度が身体障害

者福祉法施行規則（昭和２５年厚生省

令第１５号）別表第５号の１級、２級

又は３級に該当するもの。  
 
４  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね５１以上７５以

下の児童で、社会生活を営む能力が重

度以下、かつ行動及び医療保健などで

著しく、若しくは常時特別の介助及び

介護を要するもの。  
 
５  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね５１以上７５以

下の児童で、社会生活を営む能力が中

度以上、かつ行動及び医療保健などで

常時特別の介助及び介護を要するも

の。  
 

 
１  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね２０以下の者

で、日常生活における食事、着脱衣、

排泄等の動作並びに意思交換及び家

事職業等の能力（以下「社会生活を営

む能力」という。）が中度以下のもの。 
 
２  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね２０以下の者

で、社会生活を営む能力が軽度、かつ、 

強いこだわり、多動、パニック等の不

安定な行動、睡眠障がい並びに食事及

び排泄に係る不適切な行動、自分の体

をたたいたり傷つけたりする行動並

びに他者をたたいたり物をこわす等

の行動、その他の配慮を要する行動や

てんかん及びその他の疾患（以下「行

動及び医療保健」という。）などで常時

特別の、若しくは著しく介助及び介護

を要するもの。  
 
３  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね２１以上３５以

下の者で、社会生活を営む能力が重度

以下のもの。  
 
４  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね２１以上３５以

下の者で、社会生活を営む能力が中

度、かつ行動及び医療保健などで常時

特別の、若しくは著しく介助及び介護

を要するもの。  
 
５  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね２１以上３５以

下の者で、社会生活を営む能力が軽

度、かつ行動及び医療保健などで常時

特別の介助及び介護を要するもの。  
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 区分        １８歳未満        １８歳以上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 重度  
 Ａ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
６  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね３６以上５０以

下の者で、社会生活を営む能力が最重

度のもの。  
 
７  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね３６以上５０以

下の者で、社会生活を営む能力が重度

で、行動及び医療保健などで常時特別

の、若しくは著しく介助及び介護を要

するもの。  
 
８  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね３６以上５０以

下の者で、社会生活を営む能力が中度

で、行動及び医療保健などで常時特別

の介助及び介護を要するもの。  
 
９  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね５０以下の者

で、身体障害者福祉法（昭和２４年法

律第２８３号）第１５条第４項の規定

に基づき身体障害者手帳を交付され、

その障害の程度が身体障害者福祉法

施行規則（昭和２５年厚生省令第１５

号）別表第５号の１級、２級又は３級

に該当するもの。  
 
10  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね５１以上７５以

下の者で、社会生活を営む能力がおお

むね最重度で、行動及び医療保健など

で常時特別の、若しくは著しく介助及

び介護を要するもの。 

 

11  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね５１以上７５以

下の者で、社会生活を営む能力が重度

で、行動及び医療保健などで常時特別

の介助及び介護を要するもの。 

 
 



 3

 

 区分        １８歳未満        １８歳以上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中度  
Ｂ１  

 
１  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね３６以上５０以

下の児童で、社会生活を営む能力が中

度以上、かつ行動及び医療保健などで

ある程度の介助及び介護を要するか、

若しくはあまり介助及び介護を要し

ないもの。  
 
２  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね５１以上７５以

下の児童で、社会生活を営む能力が重

度以下、かつ行動及び医療保健などで

ある程度の介助及び介護を要するか、

若しくはあまり介助及び介護を要し

ないもの。  
 
３  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね５１以上７５以

下の児童で、社会生活を営む能力が中

度以上、かつ行動及び医療保健などで

著しく介助及び介護を要するもの。  

 
１  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね２０以下の者

で、社会生活を営む能力が軽度であっ

て、行動及び医療保健などである程度

の介助及び介護を要するか、若しくは

あまり介助及び介護を要しないもの。 
 
２  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね２１以上３５以

下の者で、社会生活を営む能力が中度

であって、行動及び医療保健などであ

る程度の介助及び介護を要するか、若

しくはあまり介助及び介護を要しな

いもの。  
 
３  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね２１以上３５以

下の者で、社会生活を営む能力が軽度

で、行動及び医療保健などで著しく、

若しくはある程度の介助及び介護を

要するか、あまり介助及び介護を要し

ないもの。  
 
４  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね３６以上５０以

下の者で、社会生活を営む能力が重度

で、行動及び医療保健などである程度

の介助及び介護を要するか、若しくは

あまり介助及び介護を要しないもの。 
 
５  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね３６以上５０以

下の者で、社会生活を営む能力が中度

で、行動及び医療保健などで著しく、

若しくはある程度の介助及び介護を

要するか、あまり介助及び介護を要し

ないもの。  
 
６  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね３６以上５０以

下の者で、社会生活を営む能力が軽度

で、行動及び医療保健などで常時特別

の、若しくは著しく介助及び介護を要
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するもの。  
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 区分        １８歳未満        １８歳以上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中度  
Ｂ１  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
７  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね５１以上７５以

下の者で、社会生活を営む能力が最重

度で、行動及び医療保健などである程

度の介助及び介護を要するか、若しく

はあまり介助及び介護を要しないも

の。  
 
８  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね５１以上７５以

下の者で、社会生活を営む能力が重度

で、行動及び医療保健などで著しく、

若しくはある程度の介助及び介護を

要するか、あまり介助及び介護を要し

ないもの。  
 
９  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね５１以上７５以

下の者で、社会生活を営む能力が中度

で、行動及び医療保健などで常時特別

の、若しくは著しく介助及び介護を要

するもの。  
 
10  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね５１以上７５以

下の者で、社会生活を営む能力が軽度

で、行動及び医療保健などで常時特別

の介助及び介護を要するもの。  
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 区分        １８歳未満        １８歳以上 

 
 
 
 
 
 
 
軽度  
Ｂ２  

 
 
 標準化された知能検査又は発達検査

によって測定された知能指数又は発達

指数が、おおむね５１以上７５以下の

児童で、社会生活を営む能力が中度以

上、かつ行動及び医療保健などである

程度の介助及び介護を要するか、若し

くはあまり介助及び介護を要しないも

の。  
 
 

 
 
１  標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又は

発達指数が、おおむね３６以上５０

以下の者で、社会生活を営む能力が

軽度で、行動及び医療保健などであ

る程度の介助及び介護を要するか、

若しくはあまり介助及び介護を要し

ないもの。  
 
 
２    標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又

は発達指数が、おおむね５１以上７

５以下の者で、社会生活を営む能力

が中度で、行動及び医療保健などで

ある程度の介助及び介護を要する

か、若しくはあまり介助及び介護を

要しないもの。  
 
 
３    標準化された知能検査又は発達検

査によって測定された知能指数又

は発達指数が、おおむね５１以上７

５以下の者で、社会生活を営む能力

が軽度で、行動及び医療保健などで

著しく、若しくはある程度の介助及

び介護を要するか、あまり介助及び

介護を要しないもの。  
 
 


